
KKG3

Ｊ
Ａ
紀
州
の
1
年
を
振
り
返
る　

特集



2紀州農語り 2

美
味
し
い
は
っ
さ
く
を

作
り
続
け
る
！

【
さ
つ
き
は
っ
さ
く
】

はっさく90a、ゆら早生25a、早生

温州20a、中生みかん20a、セミノー

ル10a、水稲140a、野菜10aなどを

奥さんと二人で栽培しています。

由良町阿戸

桶
おけ

田
だ

　幸
ゆき

広
ひろ

さん（60才）



3 紀州農語り

さ
つ
き
は
っ
さ
く
は
、
由
良
町
の
無
霜

地
域
の
特
性
を
生
か
し
、
樹
上
で
越
冬
さ

せ
て
（
3
月
頃
ま
で
樹
に
実
ら
せ
て
お

く
）、
収
穫
後
す
ぐ
に
出
荷
し
ま
す
。
噛

む
と
果
汁
が
は
じ
け
る
独
特
の
食
感
と
、

は
っ
さ
く
の
中
で
も
特
に
糖
度
が
高
い
こ

と
か
ら
市
場
・
消
費
者
か
ら
高
い
評
価
を

得
て
い
ま
す
。

栽
培
管
理
で
は
、
除
草
を
し
す
ぎ
な
い

こ
と
、
樹
に
よ
っ
て
肥
料
な
ど
の
や
り
方

を
変
え
る
こ
と
で
、
園
地
を
最
適
な
状
態

に
保
っ
て
い
ま
す
。

1
月
下
旬
頃
ま
で
に
、
樹
上
選
別
を
行

い
、
実
を
摘
果
し
て
成
る
量
や
大
き
さ
を

調
節
し
ま
す
。
以
前
は
大
玉
中
心
の
栽
培

を
し
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
現
在
は
糖
度

を
重
視
し
、
消
費
需
要
に
合
わ
せ
て
L
～

２
Ｌ
サ
イ
ズ
の
も
の
を
中
心
に
と
れ
る
よ

う
に
心
掛
け
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
3

～
4
月
頃
の
収
穫
ま
で
長
期
間
に
わ
た
り

樹
に
成
ら
せ
て
お
く
た
め
、
樹
上
選
別
は

重
要
な
作
業
に
な
る
と
言
い
ま
す
。

ま
た
改
植
に
取
り
組
み
、
幸
広
さ
ん
の

園
地
で
は
、
実
の
成
り
が
良
い
15
～
20
年

の
樹
を
、
園
地
全
体
の
4
割
程
に
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

栽
培
す
る
中
で
大
変
な
こ
と
は
、
急
斜

面
で
の
収
穫
作
業
だ
そ
う
で
す
。
急
峻
な

山
で
の
栽
培
は
、
水
は
け
が
良
い
な
ど
の

利
点
も
あ
り
ま
す
が
、
作
業
中
の
転
倒
や

怪
我
に
は
十
分
注
意
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
。

幸
広
さ
ん
の
こ
だ
わ
り
は
「
樹
か
ら
も

ぎ
た
て
の
は
っ
さ
く
を
お
客
さ
ん
に
食
べ

て
頂
く
こ
と
」
で
す
。「
甘
く
て
美
味
し

い
は
っ
さ
く
を
食
べ
て
い
た
だ
き
、
は
っ

さ
く
の
美
味
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
が
一
番
の
消
費
拡
大
に
つ
な
が
っ
て
い

く
」
と
考
え
、
そ
の
た
め
に
、
栽
培
す
る

は
っ
さ
く
の
5
割
以
上
を
、
糖
度
12
度
以

上
で
出
荷
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、「
自
分
自
身
の
健
康
管
理
を

し
っ
か
り
し
て
、
1
年
で
も
長
く
、
美
味

し
い
は
っ
さ
く
を
作
り
続
け
た
い
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

由
良
町
特
産
の

樹
上
越
冬
は
っ
さ
く

栽
培
管
理
に
つ
い
て

糖
度
ア
ッ
プ
で

は
っ
さ
く
の
消
費
拡
大
を
！
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4特　集

４月

６月

２
０
１
４
年
主
な
活
動

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

梅もぎ体験ツアー
参加者 3,000 人
を超える大盛況

夏休みを利用し、各地
区で小学生の収穫体験
や料理教室を開催

みなべ町・田辺市合同、
『みなべ・田辺の梅シス
テム』の世界農業遺産登
録に向けた取組みが始動

27日　
みなべいなみ地区　
親子ちゃぐりんフェスタ

19・26日
梅の郷・印南支店管内

学童野球大会

1日
JA紀州発足

1日  女性会設立

18日　青年部

4，5日
美浜・和田学童保育

食育教室

24日　
青年部設立

28日　
山野小学校
ちゃぐりんフェスタ

【
女
性
会
】

御
坊
駅
に
フ
ラ
ワ
ー
ア
ー
ト

【
食
育
】

藤
田
・
野
口
・
印
南
・
切
目
小
・

稲
原
中　

も
み
ま
き

広
報
誌
名
『
ス
マ
イ
ル
ハ
ー
ト
』

に
決
定
！

【
営
農
対
策
部
・
販
売
部
】

青
梅
販
売
協
議
会

【
食
育
】
各
小
中
学
校  

田
植
え

Ｊ
Ａ
紀
州
新
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
名
が
『
き
ぃ
ぽ
ん
』

に
決
定
！

【
梅
愛
隊
、
Ｊ
Ａ
職
員
】

日
本
各
地
で
南
高
梅
消
費
宣
伝

【
食
育
】

清
川
小　

梅
ジ
ュ
ー
ス
作
り

岩
代
小　

梅
干
し
漬
け
体
験

【
購
買
部
】

各
地
区
で
総
合
展
示
会
を
開
催

【
営
農
対
策
部
】

４
９
６
園
地
の
土
壌
分
析
を
実

施【
青
年
部
】

仁
坂
吉
伸
知
事
と
意
見
交
換
会

【
金
融
部
】
Ｊ
Ａ
社
会
見
学

５月

７月

地域を担うリーダーへ！
3JAの青年部が団結

日高地区3JAが
合併し、販売高
県下一の JA が
誕生

JA紀州の１年を振り返る
JA紀州が誕生し、もうすぐ1年を迎えます。写真と共に、初年度を振り返ります。

魅力ある活動を！
女性の力で地域発展へ

被災地訪問、スターチス
の花をプレゼント８月
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15日
農機初荷式

南部梅林・
岩代大梅林
開園

11日　
女性会

6日　
第1回JA紀州カッ
プ争奪ジュニアバ
レーボール大会

11日　
地域合同避難訓練

27日　女性会
第1回花リンピック　盛大に開催

学童野球秋季
大会・日高地区
学童野球大会

ＪＡ紀州応援隊
『KKG3』結成！

９
月

10
月

11
月

12
月

１
月

２
月

１月２月

12月

10月

11月

９月

さらなる発展を目指して…

福島県の仮設住宅
を訪問

２月中、多くの
観光客で賑わいます

Ａコープ５店舗で
お披露目式を開催

約1600人が参加！
防災の大切さを確認

会員236人、ＪＡ役職員も
参加で大盛り上がり

【
食
育
】
各
小
中
学
校  

稲
刈
り

・�

管
内
の
99
才
以
上
の
方
15
人
を

表
敬
訪
問

・�

第
3
代
宮
子
姫
に
当
Ｊ
Ａ
職

員  

岡
本
真
依
さ
ん
、
紀
陽
銀

行  

中
村
朋
美
さ
ん
が
選
出

「
み
ん
な
の
よ
い
食
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
地
産
地
消
Ｐ
Ｒ

・�

み
な
べ
い
な
み
梅
部
会  

通
常

総
会

・�

ひ
だ
か
北
部
果
樹
部
会  

生
産

者
大
会　

・�

中
央
販
売
課  

花
き
・
花
木
部

会
、
野
菜
部
会　

通
常
総
会

並
び
に
出
荷
販
売
会
議

日
本
農
業
新
聞　

移
動
編
集
局

Ｊ
Ａ
紀
州
が
開
局
!

約
2
週
間
、
紙
面
に
Ｊ
Ａ
紀
州

関
連
記
事
が
集
中
掲
載

【
店
舗
部
】

さ
わ
や
か
日
高
創
業
祭

【
金
融
部
】
第
１
回　

年
金
友

の
会　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

【
梅
の
郷
・
印
南
支
店
】

組
合
員
地
区
対
抗
ゴ
ル
フ
大
会

【
青
年
部
】農
婚
！
田
舎
で
婚
活

・�

美
浜
町
農
業
祭

【
女
性
会
】
家
の
光
大
会

・�

梅
予
冷
施
設
・
稲
原
梅
集
出

荷
場　

竣
工
式

・�

日
高
川
町
農
業
祭

・�

第
14
回
市
町
村
対
抗
ジ
ュ
ニ

ア
駅
伝
競
走
大
会
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もちつき

農産物販売

きぃぽんも参加

女性会　うどん販売

第33回 美浜町農業まつり 12/14

農機初荷式「みなべ・田辺の梅システム」
世界農業遺産登録を目指して！

1 月 15 日、湯川農機施設センターで農機初荷式
を行いました。ＪＡ紀州として初年度となる平成
26 年度、トラクター、田植え機、コンバイン等の
大型農機の販売が好調で目標の 5,000 万円を突破
しました。
式後、新しい農機を購入いただいた農家の皆さ

んのもとへお届けしました。ＪＡマスコットキャ
ラクター
「 Ｋ Ｋ Ｇ
3」も式典
に参加し
花を添え
ました。

1月 18 日、田辺市のガーデンホテルハナヨで、
世界農業遺産登録に向け、地域住民の理解を深め
るためのシンポジウムが開かれました。みなべ町・
田辺市から約 300 人が参加し、仁坂 吉伸県知事の
講演や、世界農業遺産専門家会議委員長の竹内 和
彦氏、同委員の大和田 順子氏による講演を聴講し
ました。
2月に国際連合食糧農業機関の現地審査が入り、
今年 7 月
に結果が
発表され
ます。

　美浜町農業まつり実行委員会・
当 JAは、和田小学校体育館と美
浜支店で第 33 回美浜町農業まつ
りを開きました。農産物品評会に
は 205 点の農産物が出品され、優
秀生産者を表彰しました。また、
つきたてのもち入りぜんざいを無
料でふるまった他、最新の農機展
示、地元生産者による農産物販売、
よさこい踊り、もちまきなどで賑
わいました。

農機を購入いただいた宮下　孝之さん
（御坊市湯川町）に記念品を贈呈



【全体運】�周囲に思いやりを示すことで、ラッキーチャンスが増える時期。優しさが幸運の鍵に。開運には清掃がベスト　
【健康運】疲労回復が大事。入浴やマッサージが◎　【幸運を呼ぶ食べ物】アサリ牡羊座

３月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

3/21〜
4/19

7 トピックス

日本農業賞　全国優秀賞を受賞！
みなべいなみ花き部会

中晩柑類  出荷に向け各地で目揃え会

平成26年産
出荷販売会議

12 月 26 日、高城公民館で子ども料理教室を開き、高城小学
校 1～ 3年生 13 人が参加しました。みなべブロックの女性会員
6人が講師として手順の説明、調理補助を行い、梅びしおを使っ
た巻き寿司、アイちゃんソースのトマト鍋、大学いもの 3品を
作りました。子供たちは指導を受けながら巻きすを使って寿司
を丁寧に巻き、野菜等を
慎重に切り、自分たちで
料理を作る楽しさを体感
しました。食後には、食
農クイズ、野菜カルタな
どを楽しみました。

　1月、はっさく、甘夏など中晩柑類の出荷を前に、川辺果樹選
果場、稲原駅前集荷場、ゆら柑橘撰果場などで目揃え会を開き
ました。JAより出荷前の防除や販売状況等を説明し、生産者は
サンプルを手に取り、規格等を確認しました。

1 月 30 日、JA 全国中央会、JA 都道府県中央会、
NHK放送局による第 44 回日本農業賞の受賞者発表が行
われました。
当 JA みなべいなみ花き部会が、集団組織の部で全

国優秀賞を受賞しました。同部会は花き産業総合認証
（MPS）の団体認証を取得し、環境への配慮を含めた高品質花き栽培を実現していることが評価されまし
た。詳しくは来月号に掲載します。
日本農業賞は、意欲的に経営や技術の改善に取り組み、地域社会の発展にも貢献している個人経営者

と生産組織を対象に表彰されます。

　1月 20 日、中晩柑類の出荷販売会議を開き、市場、県農、生産者、
ＪＡ関係者など約 40 人が出席しました。合併を強みに、情報を
共有し品質向上に努め、ＪＡ紀州ブランドとしてファンと売り場
の拡大に取り組みます。

子ども料理教室in高城



【全体運】�新しい出会いに恵まれそう。飲み会や旅行に誘われたら、気軽に参加してみて。講演会を聞きに行くのも刺激に　
【健康運】規則正しい生活を続ければ好転の兆し　【幸運を呼ぶ食べ物】ハッサク牡牛座

３月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

4/20～
5/20

8トピックス

平成26年度　
ＪＡ女性の集い・家の光大会
1 月 14 日、和歌山ＪＡビルで平成 26 年度ＪＡ女性の集
い・家の光大会が開かれ、県内各ＪＡから女性会員、役
職員など約 220 人が参加しました。
大会では各ＪＡ表彰が行われ、当ＪＡは『ちゃぐりん』
普及活用優良ＪＡとして表彰されました。続いて、県内
各ＪＡの女性会員がサークル活動の発表などを行いまし
た。当ＪＡはみなべブロックのスコップ三味線サー
クルが、「一円玉の旅がらす」を演奏しました。

●�御坊北ブロック 湯川・藤田支部、ひだかブロッ
ク 志賀・比井崎支部、みはまブロック、みなべ・
いなみブロック 

　12 月、各ブロックの会員合計 197 人が、迎春用の
寄せ植えや生け花を行いました。（写真は藤田支部）

●みはまブロック　押し花教室
　12 月 12 日、押し花教室を開き、
花びらなどを使って羊の絵を完成さ
せました。

●いなみブロック
　１月 23 日、ロマンシティ　ジストボウルでボーリ
ング大会を開き、会員 42 人が親睦を深めました。
　結果は以下の
とおりです。
優　勝：切目川Ｂ
準優勝：古　屋
３　位：稲原Ａ

●みなべ・いなみブロック
　12 月 1 日、会員 51 人が『ふれあい健康ウォーク』
で滋賀県の比叡山延暦寺を訪れました。

▲表彰を受ける久保 秀夫組合長 ▲練習の成果を披露するスコップ三味線サークルの皆さん



【全体運】�意固地にならず周囲の言い分に耳を傾けた方が得るものあり。迷ったときは謙虚に助言を求めて。盆栽につき　
【健康運】まずまず。適度に体を動かせば効果的　【幸運を呼ぶ食べ物】シュンギク双子座

３月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

5/21〜
6/21

9 トピックス

平成27年　年賀式

由良支店　町の駅伝に参加

第1回ＪＡ窓口担当者交流会

美浜支店
清掃活動

ゆるキャラ大運動会

青年部  役職員との対話集会

1 月 5 日、
本店で年賀式
を行いました。
久保 秀夫組合
長が年頭のあ
いさつを述べ
た後、永年勤
続者表彰（30・20 年）および資格取得者表彰を行い、
賞状と記念品を贈呈しました。

12月 21日、
由良支店の職
員が由良町駅
伝に参加し、
地域の方々と
の親交を深め
ました。

11 月 13・14 日、千
葉県の東京ベイで第 1
回ＪＡ窓口担当者交流
大会が開かれました。
全国のＪＡ信用事業窓
口担当者等が、相互啓
発、情報交換を通じ
推進方法のスキルアッ
プ、モラルアップを図
りました。和歌山県内からは 3人の窓口担当職員が出
席し、当ＪＡから南部出張所　湯川 春代さん（写真左）
が参加しました。

1 月 18 日、美浜町西
川河川敷の清掃ならびに
草刈を行いました。美浜
支店の外務推進班のメン
バーは毎年ボランティア
で参加しています。

1月 1日、テレビ和歌山で『新春スペシャ
ル　和歌山のゆるキャラ大運動会』が放送
されました。撮影は 12 月 17 日に行われ、
和歌山県内から 22 体のゆるキャラが集ま
り、ＰＫ戦や大縄跳びで得点を競いました。
当 JA からはきぃぽんが参加。徒競走第 2
レースで 1位になりアピールタイムを獲得
し、JA紀州の魅力をアピールしました。

1月 21 日、JA紀州本店で、JA青年部・役職員との対
話集会を開き、部員約 40 人が参加しました。
対話集会では「組合長の目指す農協とはどのようなも

のか」という部員の質問に、久保 秀夫組合長は「地域の
活性化を第一に考え、農家所得の向上に貢献できる JA
を目指す。地域と農業、全体の発展のためには、伝統・
風習を大切にし、食育活動などを行っていく。また、都
市部での販売を強化する」と答えました。
その他、販売、営農、購買事業について、青年部員か

ら質問や意見、要望を述べ、各事業の担当役職員が回答
しました。
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2
月
は
開
花
期
で
す
。
結
実
安
定
生

産
の
重
要
な
時
期
で
す
。

ミ
ツ
バ
チ
の
設
置
・
保
護
に
つ
い
て

ミ
ツ
バ
チ
は
雨
の
降
ら
な
い
日
で
12

℃
以
上
・
風
速
が
3
ｍ
以
下
で
活
動
が

活
発
に
な
り
ま
す
。

受
粉
不
良
園
で
は
、
必
ず
ミ
ツ
バ
チ

を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。（
1
箱
／
10
ａ
）

・�

梅
の
開
花
期
間
中
（
貸
し
出
し
し
た

ミ
ツ
バ
チ
の
回
収
が
済
む
ま
で
）
は
、

ミ
ツ
バ
チ
保
護
の
た
め
農
薬
の
散
布

は
絶
対
し
な
い
で
下
さ
い
。

・�

一
度
置
い
た
場
所
を
絶
対
に
動
か
さ

な
い
で
下
さ
い
。

交
配
の
実
施
に
つ
い
て

交
配
樹
の
少
な
い
園
地
で
は
、
水
の

入
れ
た
容
器
に
、
交
配
樹
を
入
れ
る
対

策
等
を
行
っ
て
下
さ
い
。

ま
た
、
そ
の
よ
う
な
園
地
に
つ
い
て

は
、
満
開
後
に
高
接
ぎ
を
行
っ
て
下
さ

い
。

茶
ガ
ス
症
の
対
策
に
つ
い
て

開
花
期
間
中
に
不
完
全
花
（
黄
色
っ

ぽ
く
・
小
さ
く
・
完
全
に
開
か
な
い
花
）

が
多
く
、
開
花
の
不
揃
い
が
見
ら
れ
、

結
実
不
良
樹
に
つ
い
て
は
、
ウ
イ
ル
ス

（
Ｃ
Ｍ
Ｖ
・
Ｐ
Ｎ
Ｒ
Ｓ
Ｖ
）
に
犯
さ
れ

て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
満
開
期

に
は
判
定
し
や
す
い
の
で
、
そ
の
樹
に

目
立
つ
テ
ー
プ
等
を
貼
り
付
け
、
剪
定

時
に
剪
定
道
具
を
分
け
る
な
ど
適
正
な

管
理
に
努
め
て
下
さ
い
。

ミ
ツ
バ
チ
保
護
の
お
願
い

　

回
収
日
の
朝
に
入
口
を
閉
め
る
と
、

左
の
写
真
の
よ
う
に
熱
さ
で
ミ
ツ
バ
チ

が
死
ん
で
し
ま
い
ま
す
。必
ず
、回
収
日

の
夕
方
に
入
り
口
を
閉
め
て
下
さ
い
。

　

な
お
開
花

期
間
中
、
ミ

ツ
バ
チ
設
置

期
間
中
は
、

農
薬
の
散
布

は
し
な
い
で

下
さ
い
。

あ
ぐ
り
ガ
イ
ド

土
つ
く
り

　

2
月
～
3
月
は
土
つ
く
り
月
間
で

す
。
長
年
石
灰
を
施
用
し
て
い
な
い
園

で
は
、
土
が
強
酸
性
に
な
る
た
め
、
計

画
的
に
石
灰
の
施
用
を
行
っ
て
下
さ

い
。

剪
定昨

年
の
結
果
母
枝
が
少
な
い
不
作
型

の
園
で
は
、
で
き
る
だ
け
昨
年
発
生
し

た
春
枝
を
残
し
て
混
み
合
っ
た
部
分
の

枝
の
み
剪
定
し
て
下
さ
い
。
し
た
が
っ

て
無
理
に
剪
定
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

反
対
に
結
果
母
枝
が
多
く
豊
作
型
の

樹
で
は
間
引
き
剪
定
を
行
い
な
が
ら
春

枝
の
量
を
調
節
し
同
時
に
新
梢
の
発
生

を
促
進
さ
せ
て
下
さ
い
。基
本
的
に
は
、

①�

主
枝
と
の
競
合
枝
を
間
引
く
②
内
向

枝
、
立
ち
枝
、
下
垂
枝
を
除
く
③
枯

れ
枝
の
除
去
を
行
っ
て
下
さ
い
。

う
め

柑
橘
類

果 

樹

ミツバチ
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下
や
裂
果
発
生
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

反
対
に
潅
水
量
が
少
な
い
と
、
根
痛

み
に
よ
る
ガ
ク
の
黄
化
発
生
の
原
因
と

な
り
ま
す
。

追　

肥
草
勢
を
良
く
観
察
し
て
施
用
し
ま

す
。施

肥
量
を
間
違
え
る
と
、
色
ム
ラ
果

の
発
生
な
ど
品
質
低
下
を
招
き
ま
す
の

で
十
分
注
意
し
て
下
さ
い
。

病
害
虫
防
除

先
月
に
引
き
続
き
「
葉
か
び
病
」「
う

ど
ん
こ
病
」「
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
類
」
の
発

生
に
注
意
し
、
早
め
の
薬
剤
散
布
な
ど

予
防
対
策
に
努
め
て
下
さ
い
。

2
月
中
旬
を
過
ぎ
る
と
気
温
が
徐
々

に
上
が
っ
て
、
葉
か
ら
の
蒸
散
が
多
く

な
り
、着
果
量
も
増
え
て
き
ま
す
の
で
、

草
勢
管
理
に
は
十
分
注
意
し
て
、
春
に

野 

菜
ミ
ニ
ト
マ
ト

キ
ャ
ロ
ル
７
、
ア
イ
コ

年
末
年
始
に
か
け
て
、
低
温
に
よ
る

着
色
遅
延
が
起
こ
り
、
収
穫
間
隔
も
や

や
長
く
な
っ
た
事
か
ら
草
勢
の
弱
り
が

心
配
さ
れ
ま
す
。
草
勢
に
合
わ
せ
た
着

果
段
数
に
な
る
よ
う
収
穫
や
摘
花（
果
）

作
業
で
調
整
を
行
い
、
草
勢
の
回
復
と

安
定
化
に
努
め
て
下
さ
い
。

ま
た
降
雨
時
の
裂
果
が
多
く
の
圃
場

で
確
認
さ
れ
ま
す
。
降
雨
前
の
収
穫
を

心
掛
け
、裂
果
軽
減
に
努
め
て
下
さ
い
。

潅
水
作
業

温
度
上
昇
に
伴
い
潅
水
量
は
徐
々
に

増
加
さ
せ
て
い
き
ま
す
が
、
そ
の
際
は

草
勢
や
土
壌
水
分
を
良
く
観
察
し
実
施

し
て
下
さ
い
。

極
端
に
潅
水
量
を
増
や
す
と
品
質
低

向
け
て
の
樹
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

潅
水
作
業

　

温
度
上
昇
に
伴
い
、
潅
水
量
は
徐
々

に
増
加
さ
せ
て
い
き
ま
す
が
、
一
度
の

潅
水
量
を
増
や
す
の
で
は
な
く
、
ま
ず

は
潅
水
の
間
隔
（
日
数
）
を
短
く
し
、

徐
々
に
潅
水
時
間
を
長
く
し
て
潅
水
量

を
増
や
し
ま
し
ょ
う
。

整
枝

　

内
枝
の
整
理
を
行
い
、
主
枝
と
そ
の

側
枝
を
中
心
に
果
実
を
収
穫
す
る
よ
う

に
整
枝
を
行
っ
て
下
さ
い
。

　

ま
た
側
枝
は
伸
ば
さ
ず
、
常
に
２
、

３
節
で
早
め
に
摘
心
し
て
下
さ
い
。
ナ

ス
に
つ
い
て
は
側
枝
１
、２
節
で
摘
心

し
て
下
さ
い
。

天
敵

　

害
虫
の
発
生
が
増
え
て
き
ま
す
の

で
、
天
敵
も
同
じ
よ
う
に
増
え
て
い
る

か
を
確
認
し
、
少
な
い
場
合
は
早
め
に

追
加
放
飼
を
し
て
下
さ
い
。

ピ
ー
マ
ン
・
ナ
ス

春
肥
の
施
用
と
春
草
の
除
去

　

春
肥
は
、
開
花
結
実
や
新
梢
伸
長
な

ど
を
促
進
さ
せ
る
の
に
重
要
で
す
の

で
、
柑
橘
類
施
肥
基
準
を
参
考
に
施
肥

し
て
下
さ
い
。
ま
た
、
地
温
の
上
昇
に

伴
い
雑
草
も
多
く
な
っ
て
き
ま
す
の
で

除
去
し
て
下
さ
い
。

病
害
虫
の
防
除

　

12
月
～
1
月
に
マ
シ
ン
油
を
散
布
し

て
い
な
い
園
で
は
、
3
月
中
下
旬
に
ア

タ
ッ
ク
オ
イ
ル
及
び
ハ
ー
ベ
ス
ト
オ
イ

ル
を
80
倍
で
散
布
し
て
下
さ
い
。
こ
の

時
期
の
散
布
は
ミ
カ
ン
ハ
ダ
ニ
や
サ
ビ

ダ
ニ
の
密
度
を
下
げ
る
効
果
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
収
穫
し
終
え
た
中
晩
柑
類
よ

り
、
か
い
よ
う
病
の
防
除
と
し
て
Ｉ
Ｃ

ボ
ル
ド
ー
６
６
Ｄ
を
50
倍
で
散
布
し
て

下
さ
い
。
マ
シ
ン
油
と
の
散
布
間
隔
は

約
2
週
間
で
す
。
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小
玉
ス
イ
カ

ハ
ウ
ス
栽
培
は
定
植
時
期
と
な
り
、

ト
ン
ネ
ル
栽
培
で
は
圃
場
準
備
時
期
と

な
り
ま
す
。
余
裕
を
持
っ
て
作
業
を
進

め
、
予
定
通
り
定
植
が
行
え
る
よ
う
努

め
ま
し
ょ
う
。

2
、
3
月
定
植
で
は
、
地
温
の
確
保

が
重
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
早
め
の
圃

場
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
定

植
作
業
ま
で
の
栽
培
管
理
は
ス
マ
イ
ル

ハ
ー
ト
1
月
号
を
ご
覧
下
さ
い
。

定
植
時
の
ポ
イ
ン
ト

定
植
前
日
に
植
穴
へ
た
っ
ぷ
り
潅
水

を
行
い
、
定
植
後
も
土
と
な
じ
ま
せ
る

た
め
少
量
の
潅
水
を
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
鉢
土
と
土
壌
と
の
間
に
隙
間

が
出
来
な
い
よ
う
に
、
し
っ
か
り
と
手

で
鎮
圧
を
か
け
て
ス
ム
ー
ズ
な
活
着
を

促
し
ま
し
ょ
う
。

2
～
3
月
中
旬
定
植

定
植
２
週
間
前
ま
で
に
準
備
を
完
了

し
、
地
温
の
確
保
（
15
℃
以
上
）
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

3
月
中
下
旬
～
4
月
上
旬
定
植

活
着
ま
で
は
こ
ま
め
な
管
理
を
行

い
、
定
植
直
後
の
遅
霜
対
策
と
一
時
的

な
高
温
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

※�

老
化
苗
は
活
着
が
悪
い
の
で
特
に

注
意
し
て
下
さ
い
。

4
月
上
中
旬
以
降
定
植

活
着
ま
で
の
高
温
対
策
の
た
め
、
換

気
と
潅
水
が
必
要
で
す
。
で
き
れ
ば
午

後
２
時
以
降
に
定
植
し
、
翌
朝
に
潅
水

し
ま
し
ょ
う
。

定
植
後
の
管
理

温
度
管
理

①�

定
植
後
か
ら
活
着
後
ま
で
の
約
1
週

間
は
昼
間
30
℃
位
、
夜
温
15
℃
位
に

保
ち
ま
し
ょ
う
。

②�

活
着
後
、
根
を
し
っ
か
り
張
ら
す
た

め
、
ト
ン
ネ
ル
内
で
10
℃
以
上
確
保

で
き
れ
ば
、
徒
長
を
防
ぐ
た
め
閉
め

切
り
を
せ
ず
、
光
重
視
の
管
理
と
し

ま
し
ょ
う
。
ト
ン
ネ
ル
内
が
20
℃
以

上
あ
れ
ば
、
地
温
確
保
と
根
張
り
を

良
く
す
る
た
め
ト
ン
ネ
ル
を
開
け
、

株
元
に
光
を
当
て
ま
し
ょ
う
。
外
気

温
が
8
℃
以
下
の
場
合
、
ト
ン
ネ
ル

を
き
っ
ち
り
閉
め
ま
し
ょ
う
。但
し
、

高
温
に
よ
る
焼
け
を
防
ぐ
た
め
、
除

湿
の
た
め
の
換
気
は
行
っ
て
下
さ

い
。

③�

曇
雨
天
の
場
合
は
、
や
や
低
い
目
の

温
度
管
理
を
心
掛
け
、
ツ
ル
の
軟
弱

徒
長
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

④�

極
端
な
蒸
し
込
み
管
理
は
草
勢
が
強

く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、

定
期
的
に
換
気
を
行
っ
て
下
さ
い
。

潅
水
作
業

定
植
後
は
、
土
壌
水
分
や
気
温
を
良

く
観
察
し
な
が
ら
数
回
潅
水
を
行
い
、

ス
ム
ー
ズ
な
活
着
、
初
期
生
育
を
促
し

ま
し
ょ
う
。

気
温
が
低
い
日
や
低
い
時
間
帯
の
潅

水
は
根
の
伸
長
を
抑
制
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

被
覆
資
材
の
取
り
外
し

温
度
確
保
の
た
め
使
用
し
て
い
る
二

重
被
覆
用
ビ
ニ
ー
ル
や
ス
イ
カ
キ
ャ
ッ

プ
は
、
変
形
果
等
を
防
ぐ
た
め
に
も
、

着
果
棒
を
立
て
る
頃
ま
で
は
使
用
し
て

下
さ
い
。
た
だ
し
、
日
中
必
ず
開
閉
取

り
外
し
を
行
い
、
光
の
確
保
と
高
温
に

よ
る
葉
焼
け
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

整
枝
作
業

ひ
と
り
じ
め
セ
ブ
ン
は
草
勢
が
や
や

強
い
品
種
で
す
。
早
く
か
ら
ツ
ル
を
動

か
せ
ば
動
か
す
ほ
ど
草
勢
が
強
く
な
り

ま
す
の
で
、
慌
て
て
整
枝
を
行
わ
ず
、

子
ツ
ル
が
30
～
50
㎝
程
度
伸
び
て
か
ら

予
定
の
整
枝
本
数
に
整
理
し
ま
し
ょ

う
。

整
枝
本
数

作
型
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
が
、
整

枝
本
数
の
目
安
は
、
ツ
ル
1
本
に
対
し

て
株
間
15
㎝
が
必
要
で
す
。

側
枝
の
徐
去

着
果
位
置
ま
で
ツ
ル
引
き
毎
に
除
去

し
て
下
さ
い
。
そ
の
際
、
株
元
か
ら
発

生
す
る
側
枝
も
除
去
し
て
下
さ
い
。

ツ
ル
間
の
確
保

整
枝
は
各
ツ
ル
の
草
勢
に
勝
ち
負
け

が
出
来
な
い
よ
う
、
ツ
ル
先
の
位
置
を

揃
え
、
ま
た
ツ
ル
間
を
均
等
に
す
る
な

ど
、
各
ツ
ル
に
光
が
良
く
当
た
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

ス
イ
カ
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13 あぐりガイド

ハ
ウ
ス
ウ
ス
イ

　

2
月
後
半
か
ら
3
月
上
旬
に
か
け
て

は
急
激
な
温
度
変
化
で
樹
勢
の
低
下
が

懸
念
さ
れ
ま
す
の
で
少
量
多
回
数
の
潅

水
で
水
分
管
理
を
行
っ
て
下
さ
い
。
潅

水
は
、
出
来
る
だ
け
晴
天
の
日
の
午
前

中
に
行
い
ま
し
ょ
う
。
畝
間
潅
水
は
加

湿
と
な
り
、
根
痛
み
、
べ
と
病
、
さ
び

病
の
発
生
の
原
因
に
な
る
た
め
、
で
き

る
だ
け
潅
水
チ
ュ
ー
ブ
を
使
用
し
潅
水

し
て
下
さ
い
。

◎�

空
気
莢
の
発
生
を
抑
制
す
る
た
め
の

４
つ
の
ポ
イ
ン
ト

・�

朝
は
ハ
ウ
ス
内
温
度
の
上
昇
を
待
っ

て
か
ら
換
気
し
ま
し
ょ
う
。

・�

昼
間
（
特
に
午
前
中
）
の
温
度
確
保

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

・�

夕
方
も
早
い
目
に
閉
め
て
温
度
確
保

に
努
め
ま
し
ょ
う
。（
灰
色
か
び
病

注
意
）

・�

植
物
体
へ
の
日
照
量
確
保
の
た
め
、

畝
間
を
広
く
と
り
ま
し
ょ
う
。

露
地
ウ
ス
イ

　

整
枝
の
時
期
に
入
り
樹
が
過
繁
茂
に

な
る
と
、
日
光
が
当
た
ら
ず
、
病
気
の

原
因
や
、
消
毒
の
液
が
か
か
り
に
く
く

な
り
収
量
の
減
少
に
繋
が
り
ま
す
の

で
、
目
安
と
し
て
１
m
あ
た
り
枝
本
数

を
25
本
程
度
に
整
枝
し
て
下
さ
い
。

キ
ヌ
サ
ヤ

新
品
種
の
紀
州
さ
や
美
人
は
、
高
温

に
弱
く
草
勢
も
弱
い
品
種
で
す
の
で
、

こ
ま
め
な
追
肥
を
心
掛
け
て
下
さ
い
。

風
通
し
を
良
く
し
、
光
が
よ
く
当
た

る
よ
う
に
、
不
要
な
枝
は
草
勢
を
見
な

が
ら
早
期
に
取
り
除
い
て
下
さ
い
。
ま

た
蔓
下
げ
を
す
る
場
合
、
一
度
に
蔓
を

下
ろ
す
と
極
端
に
草
勢
が
低
下
し
ま
す

の
で
、
誘
引
紐
を
緩
め
て
蔓
の
重
み
で

自
然
に
下
が
る
程
度
と
し
て
下
さ
い
。

豆
類

春
の
お
彼
岸
需
要
期
に
向
け
、
圃
場

条
件
に
応
じ
た
温
度
・
潅
水
・
肥
培
管

理
を
行
っ
て
下
さ
い
。
肥
切
れ
や
水
切

れ
を
起
こ
す
と
草
丈
が
短
く
な
り
、
施

肥
・
潅
水
は
開
花
遅
れ
に
影
響
す
る
と

共
に
、
灰
色
か
び
病
の
助
長
に
も
繋
が

り
ま
す
の
で
、
圃
場
条
件
・
天
候
に
注

意
し
て
下
さ
い
。

日
照
量
の
増
加
や
温
度
上
昇
に
伴

い
、
開
花
ス
ピ
ー
ド
が
速
く
な
り
、
死

に
花
等
が
つ
き
や
す
く
な
る
た
め
、
採

花
遅
れ
の
な
い
よ
う
適
期
収
穫
に
努
め

て
下
さ
い
。

2
番
花
管
理
の
注
意
事
項

蒸
し
込
み
を
す
る
場
合
、
日
中
は
作

物
に
生
風
が
当
た
ら
な
い
よ
う
に
換
気

し
、
夜
間
は
閉
じ
る
よ
う
に
し
て
下
さ

い
。（
乾
燥
し
な
い
よ
う
に
注
意
し
て

下
さ
い
）

ま
た
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
、
ス
リ
ッ
プ
ス

類
、
ダ
ニ
類
、
う
ど
ん
こ
病
の
発
生
に

注
意
し
て
下
さ
い
。

ス
タ
ー
チ
ス

カ
ス
ミ
草

花 

き



【全体運】�レジャー運が盛り上がります。気の合う仲間とお花見などの季節行事を楽しんで。創作活動に励むのもラッキー　
【健康運】食べ過ぎに気を付けたい時期。自重して　【幸運を呼ぶ食べ物】ワカサギ蠍　座

３月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

10/24～
11/22

14あぐりガイド

温
度
の
上
昇
と
日
照
時
間
も
長
く
な

る
た
め
、
採
花
ス
ピ
ー
ド
が
早
く
な
る

と
共
に
草
勢
が
低
下
し
や
す
く
、
ス
テ

ム
も
短
く
な
っ
て
き
ま
す
の
で
、
草
勢

の
維
持
に
努
め
て
下
さ
い
。

潅
水
は
基
本
的
に
は
晴
天
が
続
く
と

予
想
さ
れ
る
日
の
午
前
中
に
行
う
よ
う

に
し
、
草
勢
を
見
な
が
ら
、
徐
々
に
回

数
を
増
や
し
て
い
く
よ
う
に
調
節
し
て

下
さ
い
。

換
気
に
つ
い
て
は
天
気
を
見
な
が
ら

作
物
に
生
風
が
当
た
ら
な
い
よ
う
に
注

意
し
て
、
ハ
ウ
ス
内
の
温
度
の
上
昇
に

注
意
し
て
行
っ
て
下
さ
い
。

ま
た
、
花
シ
ミ
等
が
発
生
し
易
い
時

期
に
な
り
ま
す
の
で
、
ボ
ト
キ
ラ
ー
水

和
剤
の
使
用
と
共
に
、
灰
色
か
び
病
の

防
除
並
び
に
発
生
に
注
意
し
て
下
さ

い
。

同
一
圃
場
に
続
け
て
栽
培
す
る
と
連

作
障
害
を
起
こ
し
易
い
た
め
、
連
作
す

る
に
は
、
土
壌
消
毒
や
土
作
り
が
重
要

で
す
。
必
ず
堆
肥
・
土
壌
改
良
材
等
の

土
作
り
資
材
を
投
入
し
ま
し
ょ
う
。

元
肥
、
土
壌
改
良
資
材
を
全
面
に
施

用
し
、
適
度
の
土
壌
水
分
の
状
態
で
出

来
る
だ
け
低
速
で
耕
う
ん
し
て
下
さ

い
。
水
は
け
の
悪
い
圃
場
で
は
排
水

を
良
く
す
る
た
め
に
高
畝
に
し
て
下
さ

い
。通
路
は
広
く
す
る
と
草
丈
が
低
く
、

狭
く
す
る
と
伸
び
や
す
く
な
り
ま
す
の

で
、
品
種
、
圃
場
条
件
に
合
わ
せ
て
整

地
し
て
下
さ
い
。　

白
さ
び
病
は
育
苗
床
か
ら
注
意
が
必

要
で
す
の
で
、
前
作
で
発
生
し
て
い
る

場
合
は
十
分
注
意
し
て
下
さ
い
。

７
～
８
月
咲
き
小
菊

ス
ィ
ー
ト
ピ
ー



【全体運】�短気になりやすい暗示。ささいなことでもめて、後悔する可能性が大。慎重に。一人の時間をつくり、気晴らしを　
【健康運】睡眠の質向上に励むことで、より良好に　【幸運を呼ぶ食べ物】セロリ射手座

３月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

11/23～
12/21

15 LA紹介

すべての組合員・利用者皆様に
「愛されるJA共済」を提供します！
お気軽にご相談ください。

中元　稔
☎080-8542-7482

海野　鉄矢
☎080-8542-7430

松本　如信
☎080-8542-7431

中村　将太
☎080-8542-7432

若野　瑞輝
☎080-8542-7433

美浜支店

清水　彬
☎080-8542-7434

碓井　真理
☎080-8542-7435

中谷　亮
☎080-8542-7436

石原　大嗣
☎080-8542-7437

楠本　卓也
☎080-8542-7438

日高支店

坂田　圭
☎080-8542-7439

西端　久貴
☎080-8542-7440

川崎　淳平
☎080-8542-7441

中尾　竜也
☎080-8542-7442

竹内　圭
☎080-8542-7443

由良支店

（ライフアドバイザー） 第２回



【全体運】�コミュニケーション運が活性化。苦手意識を感じていた相手とも、楽しく会話が弾みそう。出会いにも期待が　
【健康運】少しでも不調なら十分な休息を心掛けて　【幸運を呼ぶ食べ物】ワカメ山羊座

3月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

12/22～
1/19

16インフォメーション

補助事業についてのお知らせ

以上の補助事業（国、その他）が平成26年度に実施されました。また、平成27年度も予定されてい
ます。

今後、設備の導入や改植及び農地の貸し借り等の農業に関する取り組みをお考えの方は、
JA営農指導員・営農支援員又は経済担当者にご相談下さい。

★果樹経営支援対策事業

★施設園芸セーフティーネット構築事業

★農地集積円滑化事業及び農地中間管理事業

★野菜・花き産地総合支援事業

①改植

②基盤整備【園内道の整備等】

③かん水設備【多目的スプリンクラーの設置・点滴かん水等】

④特認事業【モノラック】

　セーフティーネットに加入された方を対象に A 重油が基準価格より高騰した場合、一定

期間内に使用した量に対する補助

　農地の「貸したい」、「借りたい」をサポート

①省エネ設備の導入【循環送風機・多重カーテン・ヒートポンプ・エコフィンなど】

②高品質設備の導入【遮光ネット・パイプハウスの高度化（新規含む）など】

③省力・低コスト設備の導入【播種機・育苗施設・定植機・収穫機など】

④流通対策【予冷庫・選別機・袋詰め機など、流通コスト低減・

　　　　　　鮮度保持のための集出荷機械設備】

⑤複合経営産地育成【ハウスの導入】



【全体運】�和やかなムードに包まれ、のんびり過ごせそう。好きなことを満喫する好機といえます。芸術鑑賞も良い刺激に　
【健康運】健康情報に注目を。役立つ話があるはず　【幸運を呼ぶ食べ物】京菜水瓶座

3月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

1/20～
2/18

17 インフォメーション

詳しくはＪＡ紀州旅行センタ― まで！ JA紀州本店 別館2階 ☎0738－22－1344

葬儀・供物のお届け、御相談はJAへ

御坊市・由良・日高・美浜・日高川町…… 　☎ 0738-52-0020
印南・みなべ町……………………………… 　　　　　☎ 0738-42-1194
龍神村………………………………………… 　　　　　　☎ 0739-78-0214

葬祭センター「やすらぎ」
JA ホ ー ル い な み
JA ホ ー ル 龍 神

取扱内容　　　
　JAホール（いなみ・龍神）・町営斎場・自宅等での葬儀一式
　提携民間葬祭ホールでの葬儀
　供物お届け　シキミ・生花・盛かご・会葬礼品・料理等
　　　※一部対応出来ない場合がございます。詳細はお問い合わせ下さい。

やすらぎ会員募集中（会員特典がございます）

寝台車24時間待機
しています。

心のこもったセレモニーを
お手伝いいたします。

平
成
26
年
度

第
10
回 

理 

事 

会 
日 
時 
： 
平
成
27
年
1
月
29
日

場 

所 
： 
Ｊ
Ａ
本
店
3
階　

○
協
議
事
項

（
1
）
役
員
の
選
出
に
つ
い
て

（
2
）
地
区
別
役
員
候
補
者
選
考
要
領
の
制
定
に
つ
い
て

（
3
）
総
代
協
議
会
規
程
の
改
正
に
つ
い
て

（
4
）
出
資
の
減
口
に
つ
い
て	

（
5
）�

反
社
会
的
勢
力
等
へ
の
対
応
に
関
す
る
規
則
の
改
正
に

つ
い
て

（
6
）
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
態
勢
運
営
要
領
の
改
正
に
つ
い
て

（
7
）
確
定
給
付
企
業
年
金
制
度
の
統
合
に
つ
い
て

（
8
）
退
職
給
与
規
程
の
改
正
に
つ
い
て	

（
9
）�

平
成
26
年
度
上
半
期
末
監
事
監
査
改
善
を
要
す
る
事
項

に
対
す
る
回
答
書
に
つ
い
て

○
報
告
事
項				






①　

平
成
26
年
度
12
月
末
仮
決
算
結
果
に
つ
い
て

②　

�

平
成
26
年
度
12
月
末
組
合
員
加
入
脱
退
状
況
に
つ
い
て

③　

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会
報
告
に
つ
い
て

④　

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
委
員
会
報
告
に
つ
い
て

⑤　

Ａ
Ｌ
Ｍ
委
員
会
報
告
に
つ
い
て

⑥　

職
務
権
限
表
の
見
直
し
に
つ
い
て

⑦　

中
央
会
期
中
監
査
に
よ
る
改
善
指
示
書
に
つ
い
て

ＪＡ旅行センタ―では１枚のきっぷから
あらゆる旅のお手伝いをしております。

旅行のことならおまかせ！

団体ツアー
パッケ―ジ旅行

入 場 券

航 空 券
船 車 券

そ の 他Ｊ Ｒ 券

ご  宿  泊
貸切バス



information

正解者の中から抽選で５名の方に、
■応募方法
　右記の記入例を参考にはがき、または
FAX（0738-32-7140）にて必要事
項をお書き添えの上、たくさんのご応募
お待ちしています。
　皆様からお寄せいただいたお便り・感
想等は広報誌上に掲載させて頂く場合が
ございます。ご了承下さい。

ク ロ ス ワ ー ド パ ズ ル

①クイズの答え

②郵便番号・住所

③氏名

④電話番号

⑤お便り・感想

切
手

6 4 4 0 0 1 1

御
坊
市
湯
川
町
財
部
668

１

Ｊ
Ａ
紀
州

く
ら
し
の
活
動
課  

行

【全体運】�自分に自信が持て何にでも意欲的に臨める星回り。新しい取り組みも、スムーズに発展しやすいでしょう　
【健康運】基本的な風邪予防に努めれば問題なし　【幸運を呼ぶ食べ物】サワラ魚　座

3月のあなたの運勢★モナ・カサンドラ

2/19～
3/20

18インフォメーション

●先月号の答えは
 「ボタンユキ」でした

はっさく（5㎏）

プレゼント
●締切　
2月28日（土）消印有効
�当選者の発表は、発送をもって
代えさせて頂きます。

■タテのカギ
① �伊予カンやポンカンの主産地
③ �新潟の民謡「佐渡──」
⑥ �昆布やかつお節で取ります
⑦ � 3 月 14 日は──デー
⑧ �知識を多く蓄えた人のこと
⑨ �──を聞いて十を知る
⑩ �アヒルはこの鳥の仲間を品種改良

して作られました
⑪ �──大関は、負け越すと大関から

陥落します
⑫ �水族館にはたくさん並んでいます
⑭ �ゆでた野菜や麺の水分を切るとき

使います
⑯ �マラソンの自己──を更新した
⑰ �夕方に窓から差し込みます

■ヨコのカギ
① �木々が空中で伸ばします
② �ひな人形に供える四角い食べ物
③ �──良ければ全て良し
④ �便箋に引かれた線のこと
⑤ �「石川早生（わせ）」や「セレベス」

などの品種があります
⑦ �レーズンともいいます
⑨ �砂蒸し風呂で有名な鹿児島の温泉

地
⑩ �日本髪に挿す飾り
⑪ �アクセルを踏んで──する
⑬ �塗り絵に付けます
⑮ �文字のそばに小さな文字で振りま

す

二重マスの文字をA～Dの順に並べてできる言葉
はなあに ? 出題●ニコリ

【JAながみね発信】

御祭神の田
た

道
ぢ

間
ま

守
もり

命は第 11代、垂仁天皇のご命令
で不老長寿の霊菓（現在のみかんの原種であるたちば
な）を常世国（今の中国）から初めて日本に持ち帰っ
たと古事記・日本書紀に記されています。
その後、持ち帰った橘 (たちばな )は改良に改良を加
えられ、現在のみかんになりました。みかんは果物の
代表であるところから、当神社は、みかんと果物の神
様ともいわれています。毎年10月 10日にみかん祭
が行われ、みかん生産者、果物屋、青果会社から、み

かん、果物等がた
くさんお供えさ
れ、神社では皆様
方の無病息災と
益々の商売繁盛を
祈願しています。
また昔は現在の
ように、おいしい
お菓子がなかった
ので、橘の実（みかんの実）を加工してお菓子として
食していたというところから、当神社は、お菓子の神
様ともいわれています。毎年 4月 3日には菓子祭・
全国銘菓奉献祭が行われ、北は北海道から南は九州ま
で全国のお菓子屋さん約 150社程度から、和菓子、
洋菓子、飴菓子等の色々なお菓子がお供えされます。

橘
きつ

本
もと

神 社

【交通アクセス】JR紀勢線加茂郷駅下車、東3.5㎞
JR紀勢線海南駅下車南へタクシー10分
Ｒ42号下津町小南交差点、東へ3km
阪和自動車道下津インターより西500ｍ

【問い合わせ先】〒649-0144
和歌山県海南市下津町橘本779
☎ 073-494-0083
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「協 同 の 力」
　JA 紀州は合併して 1 年を迎えようとしている。合併して管
内は和歌山県下一の農産物生産地域になった。梅、スターチス、
うすいえんどうは日本一の生産量を誇り、他にも野菜、果樹な
ど様々な農産物が栽培されている。新生 JA 紀州を知って頂く
為にも、スマイルハートを通じて組合員、地域の皆様に管内農
産物を中心に、生産者、各組織の活動、食農教育、地域貢献活
動など JA の協同活動を紹介しながら情報発信に努めてきた。
　今年に入り、政府は農協改革を断行する姿勢を強く示してい
る。JA は地域のライフラインの一翼を担い、農業・地域振興
に全力を尽くし協同の力で食と農を基軸として地域を豊かにす
る自己改革を JA 全中が表明している。
　昨年の月刊 JA に作家　童門冬二氏が「協同のこころ」と題
して吉田松陰と松下村塾について 2 回にわたり掲載していた。
　今年の NHK の大河ドラマは吉田松陰の妹、文 ( ふみ ) を主
人公にした「花燃ゆ」だ。私も長年大河ドラマを視聴している
一人。ドラマの前半は松陰と松下村塾を舞台とした演出らしい。

　松陰はペリーの黒船に乗り込もうとして失敗した下田事件に
より野山獄の牢獄生活後、実家杉家に謹慎の身になり叔父玉木
文之進の松下村塾を継ぎ、従来の規則にとらわれず人間関係作
りを重視した教育を行った。松陰の松下村塾は、教育期間わず
か２年余りであったが、高杉晋作、久坂玄端、山県有朋、伊藤博文
をはじめ、明治維新の志士となる数々の偉大な人材を育てた。
　松陰の教育活動として、塾生達と一緒に杉家の庭内の広い畑
で、春・夏になると汗を流しながら草をむしるなどの農作業が
あった。塾生達は作業をしながら読書の方法や歴史の話を聞く
のが楽しみであったと言われている。また、塾の増築において
も大工の手を借りず設計、壁塗り、瓦を葺くまで全て塾生達と
共に完成させた。
　松陰は塾生達と一緒に作業する「相労役」を重んじた。人と
人との繋がりを大切にし、人の心を捉える協同の精神が松下村
塾に培われていた。まさに、歴史が松下村塾を通じて「協同の力」
を物語っているのではないか。

編集後記

　琴葉ちゃんは、歌、踊り、本を読むことが大好きです。昨年から「あすなろ倶楽部・
絆の星」に入って、毎週、歌や踊りの練習に頑張っています。涼矢くんはテレビ

「トッキュウジャー」に夢中です。お姉ちゃんと同じく歌や踊りも大好きで、テレ
ビアニメ「妖怪ウォッチ」の曲に合わせて 2 人で踊ったりしています。2 人とも、
近所に住んでいるおばあちゃんが作る炊き込みご飯や混ぜご飯が大好きです。
�ご両親からのメッセージ：これからも姉弟仲良く、元気に育ってね。

いつか皆でディズニーランドに行こうね！

日高川町川原河　川合 琴
こと

葉
は

ちゃん（9才）、涼
りょう

矢
や

くん（3才）
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御坊市湯川町富安
飼い主：安達　浩伸さん

次男の海
かい

君と一緒に

犬　種：�シェットランドシープドッグと
トイプードルのミックス犬

こっこちゃん（♀・6才）
　人懐っこく、フワフワのしっぽと胸の白い模様がチャームポイントの
こっこちゃん。納豆、枝豆が大好物で、お父さんの晩酌のおつまみを
もらえるのを待っています。おやつをねだる姿が可愛くて、ついついや
りすぎてしまうそうです。安達さん一家にとって、こっこちゃんは大切
な家族の一員です。



この広報誌は、環境にやさしい再生紙と一部植物油インクを使用しています。

＊ 作 り 方 ＊

米はややかために炊き、炊きたて
の熱いうちに、すし酢を混ぜて冷
ます。

きゅうりは薄くななめ切りにし、塩
をふってしんなりさせる。しんなりし
たら、塩を洗い流して水気をきって
おく。レモンはいちょう切りにする。

エビは殻をむいて背ワタをと
り、つまようじを刺して真っす
ぐにする。水に適量の醤油・砂
糖・本だし（分量外）を入れて
沸かし、エビを茹で、薄く切る。

にんじんは薄く
輪切りにして好きな型で抜き、枝
豆の実と一緒に塩ゆでする。刺身
は薄く切る。

卵は薄焼きにして、千切
りにする。

ラップに具材、ゴルフボール大に丸
めた酢飯を乗せ、ラップをまとめて
キュッと絞る。

レモン、エビ、
きゅうり、酢飯の順

枝豆、にんじん、
卵、酢飯の順
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米　　　　　3合
すし酢　　　90cc
卵　　　　　1個
きゅうり　　1／2本
刺身（まぐろ、サーモン等）　　
　　　　　　お好みの量
エビ　　　　お好みの量

レモン　　　1／4個
にんじん　　1／4本
枝豆　　　　適量

※�今回はこのほかに、高菜漬けの葉、
　水菜、大葉、でんぶ等を使いました。

＊ 材 料 ＊

ぽん！

ちょっとしたパーティーやひな祭にもピッタリの、彩り華やかな一口サ
イズのお寿司です。色んな具を組み合わせて、オリジナルの手まり寿
司を作ってみてくださいね。

女性会　ひだかブ
ロック志賀支部

（左から）中尾　尚子
さん　大畑　秀美

さん

手まり寿司

（約25個分）

❹

❶ ❷

❺ ❻

❸


